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アクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性は、特殊フッ素樹脂とシラン化合
物樹脂それぞれの特長を生かしたシランフッソ仕上げ材です。

一液タイプに設計しており、撥水持続タイプで耐久性に優
れ、雨などで躯体が濡れ色になることなく長期間の表面撥水
が期待できます。

また、紫外線・酸性雨などの影響から生じるコンクリート
の表面劣化にも効果を発揮しコンクリート表面の荒れを抑制
します。

シラン成分
が躯体に
浸透

フッ素樹脂
成分が躯体
表面をコート

浸透性吸水防止材 シランフッソ仕上げ 通常塗膜タイプ

フッソ

・コンクリート表面の荒れ抑制
・撥水持続性
・耐久性
・耐薬品性

シラン

・吸水防止性
・浸透性
・通気性
・エフロ防止性

1．｢アクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性｣ 概 念 図
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アクアトップＳＦシランフッソ水性商品名

シリコーン乳化物及びフッ素樹脂乳化物化学名

備 考項 目

一般性状

乳白色分散液外 観

無臭又は僅かな特異臭臭 気

１．０３±０．０５（２０℃）比 重

６～９
１０ｍＰａ・ｓ（２５℃）

ｐＨ
粘度

一般物性

この材料の安全なお取り扱いにあたっては製品安全データシート（ＭＳＤＳ）をご参照ください。

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。

2.一般性状
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3.一般性能

アクアトップＳＦｼﾗﾝﾌｯｿ水性の一般性能試験の結果は

下記のとおりです。

試験項目 試験方法 試験値

１ 塗布後の外観 モルタル板に、外観上変化がな

いこと。

変化なし

２ 吸水比 JIS A 1404 の吸水試験に

準じる。

０．０４

（24 時間値）

３ 透水比 JIS A 6909 の透水試験 B 法

に準じる。

０．０１

（24 時間値）

４ 浸透深さ 試験体を２分割しその断面に

水を噴務して水が浸透してい

ない部分の厚さを測定する。

１．０ｍｍ

５ 耐候性 JIS A 1415 サンシャインカー

ボアーク灯によって照射 250

時間後、吸水量を測定する。

吸水比 ０．０５

（24 時間値）

６ 遮塩性 2.5％の塩化ナトリウム水溶

液に浸漬し、吸液量を測定

する。

吸液比 ０．０４

（24 時間値）

塩酸水溶液に浸漬した後、

吸液量を測定する。

吸液比 ０．０６

（24 時間値）

７ 耐液体性

水酸化カルシウム飽和水溶液

に浸漬した後、吸液量を

測定する。

吸液比 ０．０４

（24 時間値）

８ 温冷繰り返し

作 用 に 対 す る

抵抗性試験

JIS A 6909 の温冷繰り返し試験

を 10 サイクル後、吸水量を測定

する。

吸水比 ０．０７

（24 時間値）

製 品：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性
基 材：旧ＪＩＳﾓﾙﾀﾙ
塗布量：200ｇ／㎡
養 生：７日間

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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・サンシャインウェザーメーターによる表面保護性

通常コンクリートの表面は紫外線､塩害､凍害等により劣化が

進み最近では酸性雨の影響も大きいと言われています。この

アクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性を塗布するだけで特殊フッ素樹脂が

コンクリート表面をコートし、従来の浸透性吸水防止材では

防ぎきれなかった表面の劣化を抑制 します。

照 射 前 ５０００ｈｒ照射後（１０年相当）

＜試験条件＞ 基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ

塗 布 量：200g/㎡

養 生 ：20℃(60％RH）×7日間

試験方法：60分中48分間光のみを照射し、12分間水をかけながら光照射

を行う。これを繰り返し行い、無塗布のものと比較した。

試験結果：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性を塗布することにより、ｾﾒﾝﾄ分の流出が

抑制され 表面の荒れがほとんど認められなかった。

《基材表面拡大写真（×１５）》

無
塗
布
面

Ｓ
Ｆ
塗
布
面

4.試験例 ①表面保護性

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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接
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（°）

ｻﾝｼｬｲﾝｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ照射時間(hr)

水性はフッ素樹脂を配合しているため、アクアトップSFシランフッソ水性はフッ素樹脂を配合しているため、

コンクリート表面に水がかかっても濡れにくく、撥水性を長期に

わたって持続します。

接触角とは、躯体に水滴（約２㎜φ）を滴下して、その接線から成る角度である。

接触角とは？

＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ

塗 布 量：200g/㎡

養 生 ：7日間(20℃、60%RH)

試験方法：ｻﾝｼｬｲﾝｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ 試験

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。

4.試験例 ②撥水持続性試験

・接触角 経年変化
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＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性
試験方法：全面を塗布した試験体を2分割してその分割面に水を噴霧し

水が浸透していない部分の厚さを測定する。

基 材

旧ＪＩＳモルタル

珪酸カルシウム板
(０．８Ｋ)

打放しコンクリート

塗 布 量
［ｇ／㎡］

２００

４００

２４０

浸 透 深 さ

［mm］

１．０

２．０

１．５

4.試験例 ③浸透性試験

＜試験結果＞

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ

養 生 ：7日間(20℃ 60%RH)

試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで
水に24時間浸漬し吸水量を測定する。

＜試験条件＞

浸漬日数

コンクリート建築物で起こる障害(躯体の表面劣化･白華の生成･

汚れ等)は水に起因する場合が多い。そこでアクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

を塗布することでシラン化合物が浸透し吸水防止層を形成し、水の

侵入による弊害を防ぎます。

4.試験例 ④吸水防止試験 吸水比

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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透
湿
比

＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

基 材 ：ｽﾚｰﾄ板

塗布量 ：200g/㎡

養 生 ：7日間(20℃ 60％RH)

試験方法：ﾘﾝ酸2水素ｱﾝﾓﾆｳﾑ飽和水溶液の入ったｶｯﾌﾟに塗布面を上にした

試験体を重ねてｼｰﾙする。25℃，50%RHに保ち透湿量を測定する。

アクアトップＳＦｼﾗﾝﾌｯｿ水性は水分を通しませんが、水蒸気や

湿気は通す性質を持っており、建築物の通気性を損ないません。

無塗布 ｱｸｱﾄｯﾌﾟＳＦ
ｼﾗﾝﾌｯｿ水性

4.試験例 ⑤透湿性試験

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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標準塗布量・塗布量限界値（濡れ性）

基 材

打放しコンクリート

旧ＪＩＳモルタル

ＪＩＳ歩行板

押出し成型セメント板

ＰＣコンクリート

標準塗布量
［ｇ/㎡］

１６０～２００

１００～１５０

５０～１００

３０～ ５０

５０～１００

限界塗布量
［ｇ/㎡］

スレート板

珪酸カルシウム板（0.8K）

５０～ ８０

３００～４００

※上記は参考データですので必ず試し塗りを行い、塗布量を決めて下さい。

塗布量が標準塗布量より多すぎると濡れ色が発生します。

注 意

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。

約２５０

約２５０

約１２０

約 ８０

約１２０

約１００

約５００

4.試験例 ⑥仕上がり感
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＜試験条件＞

製 品：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

基 材：旧JISﾓﾙﾀﾙ

試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで
水酸化ｶﾙｼｳﾑ飽和水溶液に浸漬し吸液量を測定する。

浸漬日数

コンクリート､モルタルは強アルカリ性である｡そこで､アクア

トップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性が強アルカリ性に耐えられるかどうか確認する

ため､水酸化カルシウム飽和水溶液を用い評価した。

4.試験例 ⑦耐アルカリ性試験

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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7ｻｲｸﾙ

（１年）

14ｻｲｸﾙ

（２年）

21ｻｲｸﾙ

（３年）

28ｻｲｸﾙ

（４年）

35ｻｲｸﾙ

（5年）

42ｻｲｸﾙ

（６年）

49ｻｲｸﾙ

（７年）

56ｻｲｸﾙ

（８年）

63ｻｲｸﾙ

（９年）

70ｻｲｸﾙ

（10年）

ｱｸｱﾄｯﾌﾟＳＦｼﾗﾝﾌｯｿ水性 変化

なし

← ← ← ← ← ← ← ← ←

一般的な浸透性

吸水防止材

変化

なし

茶変 荒れ

微

荒れ

小

荒れ

中

← 荒れ

大

← ← ←

無塗布 変化

なし

茶変 荒れ

微

荒れ

小

荒れ

中

← 荒れ

大

← ← ←

＜試験条件＞
製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性
基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：200g/m2

試験方法：模擬酸性雨(pH=4)を作製し、1回あたり20の模擬酸性雨を約7時間かけて
5個の試験片に均等に降りかける。このｻｲｸﾙを繰り返し、基材表面(塗布面)
の荒れ具合を定期的に観察する。

（参考：年間の平均降水量を1700mmとして計算すると、この実験の７ｻｲｸﾙで約１年分の雨が１個の試験片に
降りかかったことになる。但し、4の内約2割はﾛｽしているものと仮定）

＜試験結果＞

（ ）内は相当年数

構造物が劣化するとが話題になっていますが、最近酸性雨でｺﾝｸﾘｰﾄ構造物が劣化するとが話題になっていますが、

アクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性を塗布することにより酸性雨対策として

長期にわたり効果が期待できます。

4.試験例 ⑧耐酸性雨試験

※模擬酸性雨の濃縮液の調製 〔雨水に含まれる主な成分〕
ＨＣｌ (36%) １.１ｇ 〔Ｃｌ－ １.８９４mg/l〕
ＨＮＯ３(61%)        ４.９ｇ 〔ＮＯ３

－ ２.９３７mg/l〕
Ｈ２ＳＯ４(96%)      ３.８ｇ 〔ＳＯ４

２－ ３.５４９mg/l〕
ＮａＯＨ ４.６ｇ 〔Ｎａ＋ ２.６３８mg/l〕
ＮＨ３ (29%) ３.８ｇ 〔ＮＨ４

＋ １.１６６mg/l〕
ＣaＣｌ２ ２.４ｇ 〔Ｃａ２＋ ０.８５８mg/l〕
水 ９７９.４ｇ

この濃縮液を１０００倍希釈し、ＨＮＯ３でｐＨ＝４に調整

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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＜試験結果＞

サンシャインウェザーメーター試験評価項目

試験前 500 ｈｒ 1000 ｈｒ 2000 ｈｒ 3000hr 4000hr 5000hr

接触角° １００ ９８ ９２ ９２ ９２ ８７ ８２

表面状態 荒れ無 ← ← ← ← ← ←

水濡れ性 濡色

無し

← ← ← 僅かに

濡れ色

←

アクアトップＳＦｼﾗﾝﾌｯｿ水性

吸水比 0.04 0.04

接触角° １４０ ４５ ＜２０

表面状態 荒れ無 ← ← 荒れ小 荒れ中 荒れ大 ←

一般の

浸透性吸水防止材

吸水比 0.04 0.07

アクアトップSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性は下記試験結果のとおり長期にわたり

吸水効果が期待できます。

4.試験例 ⑨耐候性試験 促進耐候性

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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界面剥離：基材とｼｰﾘﾝｸﾞ界面での剥離。 破断：ｼｰﾘﾝｸﾞ材の伸びによる破断

＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSFｼﾗﾝﾌｯｿ水性

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ

養 生 ：ｼｰﾘﾝｸﾞ材施工後 28日

接着試験方法：引張試験機

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。

シーリング材 塗布量

ｇ／㎡

最大引張応力

Ｎ／mm2

破断の状況

０ ０．４７ ｼｰﾘﾝｸﾞ材破断１成分形

シリコーン ２００ ０．４３ ｼｰﾘﾝｸﾞ材破断

０ ０．４９ ｼｰﾘﾝｸﾞ材破断１成分形

変成シリコーン ２００ ０．５３ ｼｰﾘﾝｸﾞ材破断

０ ０．１８ 界面剥離１成分形

ポリウレタン ２００ ０．２５ 界面剥離

０ ０．１９ 界面剥離１成分形

アクリルシリコーン ２００ ０．１５ ｼｰﾘﾝｸﾞ材破断

水性塗布後にシーリング材を充填し、アクアトップSFシランフッソ水性塗布後にシーリング材を充填し、

その接着性を確認した。

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（後打ち）

4.試験例 ⑩シーリング材との接着性
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